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学位論文題目 

御蔵島における生態系保全を目的としたイエネコ対策の実現可能性評価に関す

る研究 

・当該研究領域における本論文の研究成果

本論文は、外来種問題の中でも特に解決の困難さが指摘されてきたイエネコの管理

に関する実現可能性と課題を、日本国内の実例として「御蔵島野生化ネコ捕獲プロジ

ェクト」を対象に検討した点に大きな特徴がある。世界では広大な島におけるネコ根

絶の成功事例が蓄積されつつあるが、日本国内では未だ根絶事例が存在しない。その

要因の一つとして、ネコが人間社会において伴侶動物としての地位を有し、他の外来

種とは異なる社会的配慮が求められることが挙げられる。本研究はそのような社会的

背景を持つネコ対策の現実的可能性を、科学的・社会的両面から分析し、対策の実行

可能性を評価した点で、国内外の研究に対して新たな知見を提供している。特に第3章

では、社会的側面に着目し、譲渡方式によるネコ管理の実現可能性を検討している。

御蔵島では、島内外での一時飼養と本土への移送・譲渡が連動して進められており、

島民・研究者・市民団体が連携してプロジェクトを担っている。このような体制によ

り、捕獲から譲渡までの情報が一元的に管理され、プロセス全体を通じた詳細なデー

タの収集が可能となった点は、国内他地域に類を見ない特長である。一方で、行政機

関や大規模団体の関与がないことにより、島内外の収容キャパシティが限定されてい

るため、譲渡の進捗が捕獲活動に直接影響を及ぼすという深刻なボトルネックも存在

していた。本研究では、島内施設の収容能力、定期船の就航率、移送担当者の確保状

況、受入団体の収容力、譲渡の進捗状況といった要因を定量的に把握し、譲渡の円滑

化に向けた課題と対応策を明らかにした。また、飼い主へのアンケート調査を通じ

て、譲渡成功に関わる要因を探索し、譲渡率の向上に向けた施策の必要性が示され

た。譲渡活動はネコの排除手段であると同時に、御蔵島と新たな関係性を築くきっか

けともなりうることから、対策の社会的受容や支援獲得にも寄与する重要な手段であ

（北海道大学）



ることが確認された。第2章では、捕獲データとカメラトラップによる行動観察を組み

合わせ、ネコの行動パターンやわなに対する応答を明らかにし、捕獲効率の最大化を

目指した。また、個体数削減の効果が高いメスの捕獲戦術を検討するため、分布の性

差をつきとめ、季節や捕獲地点、誘引餌の使用方法に応じた時空間的なわな配置を工

夫した点は、個体群増加率を上回る防除効果に大きく貢献した。このように、本論文

の成果は、ネコ根絶の可能性を検討するうえで必要不可欠な捕獲技術と譲渡方式の両

側面から、現場に即した実証的なデータに基づいて対策の有効性と限界を明らかにし

た点にある。特に、小規模かつ限定的な体制の中でも順応的管理を重ねることで、ネ

コの個体数管理が達成できる点を示した意義は大きい。今後、御蔵島の事例は、日本

国内で進められている他のネコ対策地域に対して、個体数削減に成功したモデルケー

スとして位置づけられることが期待される。

・学位授与に関する委員会の所見

本論文は、「愛玩動物」と「生態系への脅威」という二重の社会的側面を持つネコに

ついて、自然科学的側面として捕獲戦術の検討を行うと共に、社会的科学的側面とし

て譲渡方式の評価を行った労作である。審査委員会としては、「御蔵島野生化ネコ捕

獲プロジェクト」の企画立案・実施・評価の３役をこなした点を大きく評価した。さ

らに解析を行う上で不可避である膨大な数の自動撮影カメラ画像によるネコの個体識

別の努力や洗練された解析手法の適用にも好印象を持った。しかし、以下の２点が課

題として指摘した。第一に、イエネコの生態的影響や動物倫理に関する記述が不十分

である点である。第二に、章構成として、本研究で示された成果が第４章（結論章）

における議論で十分生かせておらず、章間のつながりが薄かった点である。もっと

も、これらの課題の背景には、共同研究に伴う関係者の研究進捗に左右される要因

や、ネコの倫理的側面を検討するためには捕獲や譲渡の枠を超えた多様な研究素材が

必要であるという、現時点では回避することが難しかったことも考慮すべきであろ

う。なお、委員からの具体的な質問には適切に回答しており、また自然科学的側面と

社会的側面の双方からアプローチすることで実現可能性の評価に説得力を持たせたと

いう本論文の意義は、これらの課題によって損なわれるものではない。 

本審査委員会は、以上のような審査結果により、全員一致して本申請論文が博士

（人間科学）の学位を授与されるにふさわしいものであると認定した。 


